
議
員
提
出
第
十
五
号
議
案 

 
介
護
・
障
害
福
祉
分
野
の
処
遇
改
善
と
人
材
確
保
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
維
持
に
向
け 

た
早
急
な
対
策
を
求
め
る
意
見
書 

 厚
生
労
働
省
が
示
す
第
九
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
基
本
指
針
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
五
年
に
は
団
塊
の
世

代
が
全
員
七
十
五
歳
以
上
を
迎
え
、
更
に
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
二
〇
四
〇
年
に
向
け
て
、
要
介

護
高
齢
者
の
急
増
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
生
産
年
齢
人
口
は
急
減
し
、
介
護
・
障
害
福
祉
分
野

の
人
材
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

公
益
財
団
法
人
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
の
令
和
六
年
度
「
介
護
労
働
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
訪
問
介

護
員
の
不
足
感
が
最
も
高
く
、
八
割
を
超
え
る
な
ど
、
多
く
の
事
業
所
が
人
材
不
足
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

人
材
不
足
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
介
護
職
の
賃
金
水
準
の
低
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
賃
金
水
準
は

他
職
種
と
比
較
し
て
低
い
状
況
に
あ
り
、
厚
生
労
働
省
の
令
和
六
年
版
「
労
働
経
済
の
分
析
」
に
お
い
て
も
、

介
護
分
野
で
は
人
手
不
足
事
業
所
ほ
ど
相
対
的
に
賃
金
が
低
く
、
平
均
的
な
水
準
以
上
の
賃
金
は
人
手
不
足

の
緩
和
に
効
果
が
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
二
四
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
で
、
訪
問
介
護

員
の
処
遇
改
善
加
算
が
拡
充
さ
れ
た
一
方
で
、
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

も
、
訪
問
介
護
員
を
含
む
介
護
職
員
等
の
採
用
率
は
低
下
し
て
お
り
、
人
材
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
慢
性
的
な
人
材
不
足
に
加
え
、
基
本
報
酬
の
引
下
げ
や
物
価
高
騰
等
も
重
な
り
、
事
業
所
の

倒
産
や
閉
鎖
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
よ
っ
て
は
事
業
所
の
経
営
不
安
や
事
業
継
続
へ
の
懸
念

が
高
ま
る
な
ど
、
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
国
に
お
い
て
は
、
二
〇
二
七
年
度
介
護
報
酬
改
定
を
待
た
ず
、
二
〇
二
六
年

六
月
か
ら
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
等
を
目
的
と
し
た
介
護
報
酬
の
期
中
改
定
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
物
価
高
騰
や
全
産
業
に
お
け
る
賃
金
上
昇
が
続
く
中
、
介
護
・
障
害
福
祉
分
野
の
人
材
を

確
保
し
、
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
回
の
改
定
に
よ
る
処
遇
改
善
の

効
果
や
事
業
者
の
経
営
状
況
、
地
域
ご
と
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
等
を
十
分
に
検
証
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

必
要
な
対
策
を
機
動
的
に
講
じ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

特
に
、
訪
問
介
護
員
（
ヘ
ル
パ
ー
）
の
厳
し
い
勤
務
環
境
の
改
善
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
雨
・
台

風
・
大
雪
な
ど
の
悪
天
候
で
あ
っ
て
も
、
利
用
者
の
命
や
生
活
を
支
え
る
た
め
訪
問
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
、
ヘ
ル
パ
ー
は
使
命
感
と
責
任
感
に
支
え
ら
れ
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た

介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
次
の
措
置
を
着
実
に
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

一 

訪
問
介
護
員
（
ヘ
ル
パ
ー
）
の
処
遇
改
善
を
人
材
確
保
の
最
優
先
課
題
と
位
置
付
け
、
処
遇
改
善
加
算

の
効
果
を
検
証
し
、
基
本
報
酬
の
在
り
方
を
含
め
、
物
価
や
賃
金
の
動
向
、
事
業
者
の
経
営
状
況
及
び
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
、
実
効
性
の
あ
る
策
を
講
じ
る
こ
と
。 

二 

訪
問
介
護
事
業
所
の
経
営
安
定
化
策
を
充
実
さ
せ
、
特
に
、
過
疎
地
や
地
方
部
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
不
利
な
条
件
を
抱
え
る
地
域
に
お
い
て
も
、
必
要
な
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
持
続
的
に
提
供
で
き
る
よ

う
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。 

三 

介
護
・
障
害
福
祉
分
野
の
人
材
確
保
を
サ
ー
ビ
ス
維
持
の
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を



通
じ
た
啓
発
活
動
を
徹
底
し
、
職
業
の
社
会
的
評
価
向
上
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。 

四 
物
価
高
騰
や
全
産
業
に
お
け
る
賃
金
上
昇
を
考
慮
し
、
介
護
・
障
害
福
祉
分
野
の
職
員
の
更
な
る
処
遇

改
善
・
人
手
不
足
や
職
場
環
境
改
善
に
係
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
支
援
の
継
続
、
導
入
に
よ
る
職
員
配
置
基
準
の

緩
和
を
検
討
す
る
こ
と
。 

五 

介
護
・
障
害
福
祉
分
野
の
人
材
の
確
保
及
び
定
着
に
向
け
、
行
政
の
責
任
に
お
い
て
必
要
な
研
修
体
制

を
充
実
す
る
こ
と
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 令
和
八
年
九
月
二
十
四
日 

大
分
県
議
会
議
長 
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